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今年の夏はどこへ行く？

豊岡の夏祭り・イベント
◆場　所　気比の浜海水浴場
◆内　容　海の日恒例の行事で、約130㎏の量の

アサリを海にまきま
す。豪華な宝物をゲ
ットしよう！

◆参加費　無料
◆定　員　800人（先着順）
　　　　　※受付は午前10時〜

《問合せ》豊岡観光協会☎22-8111

■気比の浜大宝さがし大会
　７月20日（月・祝）午前10時30分〜11時30分

◆場所　ＪＲ江原駅周辺
◆内容　（23日）・夜の祭典ステージ ・町内パレード
　　　　　　  ・花火大会（午後８時〜）
　　　　（24日）・造り物展示

《問合せ》日高町商工会☎42-1251

■日高夏祭り
　７月23日（木）・24日（金）

◆場所　神鍋山周辺（栗栖野中央駐車場）
◆内容　神鍋山火口から火山の噴火をイメージ

した花火を打ち上げ、山腹に大
だい

火
ひ

文
も

字
じ

を点火します（午後８時〜）。
《問合せ》神鍋観光協会☎45-0800

■神鍋火山まつり
　８月２日（日）午後６時〜

◆場所　城崎温泉街
◆内容　夜店が温泉街にずらりと並び、花火大

会、ステージイベントなど楽しい催し
がいっぱいです。

《問合せ》城崎町商工会☎32-4411

■城崎温泉ふるさと祭り（ゆかたの日）
　８月４日（火）午後６時〜

◆場所　出石市街地一帯
◆内容　出石焼の風鈴（約1,200個）を路上に吊り

下げ、露
ろ

地
じ

行
あん

灯
どん

や灯ろうなどを灯して
夜の城下町を彩ります。

《問合せ》出石藩夏まつり実行委員会☎52-6045

■出石藩夏まつり「ゆらぎの廻
かい

廊
ろう

」
　８月11日（火）～15日（土）午後６時〜10時ごろ

◆場所　城崎温泉街
◆内容　約500個の灯ろうを流し、花火と共に城崎

の夏の夜を幻想的に彩ります。
《問合せ》城崎温泉観光協会☎32-3663

■城崎灯
とう

籠
ろう

流し
　８月27日（木）夕刻〜

柳の宮例大祭
　柳の宮神社（小田井町）
　（午後４時〜４時50分）
神
み こ し

輿の巡行・稚児行列
　柳の宮神社〜ＪＲ豊岡駅前
　（午後４時50分〜５時50分）
豊岡おどり（子ども連）
　豊岡駅通り
　（午後５時50分〜７時）
神輿の巡行
　ＪＲ豊岡駅前〜柳の宮神社�（午後７時〜９時）
こうのとり音頭
　豊岡駅通り� （午後７時10分〜８時）
豊岡おどり（大人連）
　豊岡駅通り� （午後８時10分〜10時）
かばんノミの市・豊岡商工会議所女性会バザー
　市役所前広場� （正午〜午後９時30分）
花火募金抽選会
　じばさん但馬１階ロビー�（午後６時30分〜８時）
　※荒天の場合は、３日（月）に順延

　８月２日（日）
花火大会
　主な観覧場所は、豊岡南中学校
　東側堤防（午後８時〜９時）
　※荒天の場合は、３日（月）に順延
豊岡商工会議所青年部フェスティバル
　総合体育館および広場（午後２時〜９時30分）
　※ワールドキッチンin豊岡（「食」にまつわる

催し〜各国の料理体験・販売）、○×クイ
ズ大会、青年部バザー

　柳まつり実行委員会では、「柳まつり花火募金」
を呼び掛けています。この花火大会が、市民の花
火として大きく育つよう、皆さんの協力をお願いします。
◆金　　額　１口　1,000円
◆受付期限　７月31日（金）
◆受付窓口　豊岡商工会議所、市役所商工課　

など（募金の看板が目印）
※協力いただいた方には、柳まつり特製うちわを進

呈し、また、素敵なプレゼントが当たる「花火募金
抽選券（１口につき１枚）」もお渡しします。

《問合せ》柳まつり実行委員会（豊岡商工会議所
内）☎22-4456

■柳まつり
　８月１日(土)

柳まつり花火募金に協力ください！
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竹野浜・夏のイベント
■渚のイルミネーション「ウミナリエ」
　７月18日（土）～８月22日（土）
　ペットボトルで作った北前船などをイルミネーションで
装飾し、ロマンチックな雰囲気を演出します。
◆時間　午後７時〜10時　
◆場所　竹野浜（竹野北前館前海浜緑地）

《問合せ》竹野町商工会☎47-1771
■ウェルカム真夏のファンタジー
　７月18日(土)～８月22日(土)
　電光装飾したツリーや竹ドーム行

あん

灯
どん

を設置し
て、夜に輝く竹野浜を演出します。
◆時間　午後７時〜10時
◆場所　竹野浜（竹野北前館前海浜緑地）

《問合せ》たけの観光協会☎47-1080
■光の広場ウェルカムフェスタ
　７月18日(土)
　「ウミナリエ」と「真夏のファンタジー」に合わせて、
屋外コンサートや露店など、お祭り広場を開催します。
◆時間　午後３時〜９時
◆場所　竹野浜（竹野北前館前海浜緑地）

《問合せ》たけの観光協会☎47-1080
■青井浜ワンワンビーチ
　～ワンちゃんと一緒に泳いで遊ぼう～
　７月18日（土）～８月23日（日）
　愛犬と一緒に泳いで遊べるペット犬専用の海水浴
場として開放します。ワンちゃん専用の温泉・シャ
ワー、飼い主さん専用の更衣室・シャワー室などを
完備しています。ライフジャケットの着用が必要です。
◆時間　午前９時〜午後５時
◆場所　青井浜海水浴場（竹野浜から約200m東隣）
◆利用料金　犬1,000円/頭

《問合せ》たけの観光協会☎47-1080
■たけの海上花火大会
　～「夏への扉」～
　７月30日（木）
　水面に向かって打ち上げられ
る花火は海面にきらめき、レー
ザー光線と相まって心に響く音と幻想的な美しさを
醸し出します。
※雨天・荒天の場合は、31日（金）に順延
◆時間　午後８時〜９時
◆場所　竹野浜海水浴場

《問合せ》たけの観光協会☎47-1080

■豊岡駅開業100周年記念事業
　～８月２日（日）まで（開催中）
◆場所　JR豊岡駅通商店街空店舗およびサンスト夏

の夜市会場（夜市は14ページ参照）
◆日時・内容
・～８月２日（日）午前10時～午後７時
　JR豊岡駅100年の軌跡写真展（豊岡駅通特設会場）
　　豊岡駅100周年写真展など
・７月19日（日）・20日（月・祝）
　Ｎゲージ鉄道模型展示走行（Ｎゲージ特設会場）
　　鉄道研究同好会所有の鉄道模型展示など
・７月20日（月・祝）
　①JR豊岡駅開業100周年記念ヘリテージツアー
　（JR豊岡駅構内転車台付近）

　午前10時〜正午
　豊岡駅構内の見学会や転車台回転実演など

　②ＳＬ公園Ｃ57－11特別公開（ＳＬ公園）
　午後１時〜３時
　普段立入禁止のC57－11の運転席を一般公開

　③ミニＳＬ体験乗車会（市役所前駐車場）
　午後２時〜６時
　石炭で走るミニＳＬに子どもが体験乗車

《問合せ》豊岡駅通商店街振興組合☎23-2367

■江原駅100年祭
　７月10日（金）～23日（木）
◆場所　JR江原駅周辺
◆日時・内容
・10日（金）～23日（木）
　ＳＬ機関車ライトアップ
　（日高小学校）
・11日（土）～23日（木）　　
　江原駅の歴史と記念鉄道展（Ｗｅぷらざ）
・19日（日） 午前10時～正午
　ミニＳＬ運行（日高町商工会館）
・23日（木）午後３時　　
　江原駅100年祭記念式典（江原駅前夏祭りステージ）

《問合せ》江原駅100年祭実行委員会☎42-1251

■輝け！みんなの宝物
　　～とよおか大好きｇｏアライブ！～
　豊岡の伝統芸能や市民の皆さんの活動をス
テージで披露するイベントを開催します。
　８月８日（土）午後１時〜５時
◆場　所　市役所前駐車場
◆内　容　・とよおかライブ
　　　　　・ゲストライブ
　　　　　・作ろう！Ｍｙエコバッグ
　　　　　　　　　　ほか各種ブースイベント
◆参加費　無料（飲食ブースは有料）

《問合せ》㈳豊岡青年会議所☎22-4041

■2009 打ち水大作戦 in たじま
　８月１日（土）午後４時50分ごろ〜
　土ぼこりを防ぎ、夏場に涼を取ることができ
る「打ち水」は、ヒートアイランド対策の一つと
して全国で取り組まれています。但馬地域でも

「柳まつり」で、稚児行列が訪れる
前に豊岡駅前通で実施します。
　当日は、歩道に打ち水用のヒ
シャク・水を用意します。手ぶら

でも参加できますので、みんなで一斉に打ち水
をして、真夏の気温を下げましょう！

《問合せ》但馬県民局環境課☎26-3650



学校給食施設のあり方を検討する委員会の委員を募集します

お知らせ版
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（平成21年）

7月10日発行

第102号

｢豊岡市の幼稚園・保育所の
あり方計画（案）｣についての

説明会を開催します

－コウノトリ悠然と舞う ふるさと－

　市の幼稚園・保育所のあり方については、昨年12月に幼保対策審議会から答
申を受けました。その後、就学前児童数の状況や地域事情、また、各地域で開
催した答申内容説明会で出された市民の皆さんの意見などを踏まえ、市教育委
員会で総合的に検討を進めてきました。
　このたび、「豊岡市の幼稚園・保育所のあり方計画（案）」を作成しましたので、
説明会を開催し、広く市民の皆さんから意見をいただき、本計画を策定したい
と考えています。皆さん、ぜひ、お越しください。
　なお、説明会開催中は、一時保育を実施します。一時保育を希望の方は、下
記日程表の一時保育申込期限までに、こども企画課に電話で申し込みください。

《問合せ》こども企画課☎21－9003

【説明会日程表】

◇募集人数　
◇資格

◇委員任期

◇申込方法

◇申込期限
◇委員会の開催
◇委員報酬

《問合せ》
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−兵庫県・空の日記念イベント−

コウノトリ但馬空港フェスティバル'09
〜開港15周年記念〜

　お待たせしました！今年もコウノトリ但馬空港フェス
ティバルを開催します。
　航空スポーツの楽しさや安全性の理解を深めるこのイベ
ントは15回目を迎えました。小型航空機によるエアロバ
ティックを中心としたエアショーをはじめ、各種航空機に
よるデモフライトが皆さんを楽しませます。
　また、熱気球係留体験フライトや紙飛行機工作教室など
参加・体験型のイベントやステージイベントも充実して
います。夏休みの思い出に、皆さん、ぜひ、誘い合わせて、
お越しください。

7/25(土)・26(日)
9：30～16：00

※熱気球係留体験フライトは7：30～9：30

［会場］コウノトリ但馬空港
　　　　　入場および駐車場　無料

エアショー出演機体の紹介

主なイベント内容（終日開催）

▲ピッツ・スペシャル
　25日12：50～ 26日13：40～（予定）

▲セスナ・サイテーション ソヴリン
　25日12：00～ 26日12：00～（予定）

■スカイイベント
○エアロバティック（曲技飛行）

・エアロック
・ディープブルース
・エアロスバル（奥貫 博さん）
・ドリームエアー

○デモフライト
・スーパーウィングスによる

４機編隊飛行＆演技飛行
・但馬飛行クラブのボナンザ
・地元 UP JAPAN のモーター

パラグライダー
・日本エアロスペースのセス

ナ・サイテーション
■｢但馬グルメまつり」を同時開催

但馬地域の特産品の展示・即
売や美味いものコーナーを設置

▲熱気球係留体験フライト

▲西側エプロン開放。珍しい機体を
間近で見られるチャンス

オープニング（両日）で、エアロックのピッツ・スペシャルと
ディープブルースのエクストラが夢の共演！！

※イベントは、当日の天候状況などにより予告なく一部中止・変更する場合があります。
《問合せ》コウノトリ但馬空港フェスティバル実行委員会（市役所観光課内）☎23-1401
　　　　  ホームページアドレス http://www.tajima.or.jp/taf/

■体験イベント
・熱気球係留体験フライト
　（無料）
・ハンググライダーシミュ

レーション（無料）
・セスナ機遊覧飛行（有料）

■地上イベント
・紙飛行機工作教室
・プレイランド（子ども広場）
・演技に使用した機体や展示用

の各種航空機材を一般公開
■ステージイベント

・キャラクターショー
　（26 日「それいけ！アンパ

ンマンショー」を開催予定）
・郷土芸能
・音楽隊の演奏　など

■ピッツ・スペシャル
　曲技飛行に多く使われる複葉機。
1944 年の初飛行以来、全体のイメー
ジはかたくなに守り続けられています。

■セスナ・サイテーション ソヴリン
  セスナ社を代表する中型ビジネス
ジェット機のベストセラー。
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は
、
他
に
も
書
類
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

▽
注
意
事
項

・
公
売
物
件
に
つ
い
て
は
、
あ
ら

か
じ
め
現
況
、
関
係
公
募
な
ど

を
十
分
確
認
く
だ
さ
い
。

・
事
情
に
よ
り
、
公
売
を
中
止
す

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
問
合
せ
》税
務
課
収
税
係（
公
売

担
当
）☎
23
－
1
1
1
8

■公売物件
売却
区分
番号

所在地 地目 面積 見積価格 公　売
保証金

１ 若松町 宅地 89.25㎡ 4,000,000 円 400,000 円

２
高屋字
神田

宅地
75.12㎡

4,900,000 円 500,000 円
53.00㎡

公衆用
道路

　49㎡

　71㎡

　

6
月
22
日
、「
消

費
税
完
納
・ｅ
-Ｔａ

ｘ
普
及
拡
大
推
進

の
町
」宣
言
式
が

城
崎
総
合
支
所
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
宣
言
は
、

日
高
地
域
に
次
い
で
2
例
目
で
、

城
崎
総
合
支
所
前
に
は
宣
言
塔
が

建
立
さ
れ
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
も
便
利
な
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ

を
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
と
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
国
税
の
申
告
な
ど
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

《
問
合
せ
》城
崎
町
商
工
会

　

☎
32
－
4
4
1
1

・
差
押
件
数
3
8
5
件

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
8
回　

　
（
2
2
5
件
中
1
4
8
件
落
札
）

・
不
動
産
公
売
１
回（
2
件
中
2

件
落
札
）

　

平
成
21
年
度
も
、
納
税
の
公
平

性
と
財
源
の
確
保
の
観

点
か
ら
、滞
納
処
分
の
取

組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

■
督
促
状
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
に
お
い
て
、
納
税
者

が
納
期
限
ま
で
に
税
金
を
完
納
し

な
い
場
合
、
納
期
限
後
20
日
以
内

に
督
促
状
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
税
務
課
収
税
係

　

☎
23
－
１
１
１
８

城
崎
で「
ｅイ

ー
タ
ッ
ク
ス

-

Ｔ
ａ
ｘ
の
町
」宣
言
！
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①医療分　

+

②支援金分

+

③介護分　

=

国保税
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
が
決
定
し
ま
し
た

平成
21年度

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
者
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の

医
療
費
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
を
現
役
世
代
か
ら
支
援
す
る
費

用
、
お
よ
び
介
護
保
険
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予
防
事
業
の
費

用
に
充
て
ら
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

平
成
21
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
決
ま
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

国
保
税
は
、
左
図
の
計
算
式
の

①
医
療
保
険
分
（
以
下
「
医
療

分
」）、
②
後
期
高
齢
者
等
支
援
金

分
（
以
下
「
支
援
金
分
」）、
③

介
護
納
付
金
分
（
以
下
「
介
護

分
」。
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

が
対
象
）
の
3
つ

の
課
税
区
分
の
合

計
額
が
、
そ
の
世

帯
の
国
保
税
額
と

な
り
ま
す
。

　

3
つ
の
課
税
区
分
の
そ
れ
ぞ
れ

の
税
額
は
、
世
帯
の
加
入
者
の
所

得
、
固
定
資
産
、
人
数
な
ど
の
状

況
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
税
率

（
額
）に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
金
額
の

合
計
額
と
な
り
ま
す
。

※
注
1
⋮
特
定
世
帯
と
は
、
75
歳

に
な
る
方
が
、
国
保
か
ら
長
寿

医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
）
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
保
被
保
険
者
が
単
身
と

な
る
世
帯
の
こ
と
。

　

医
療
分
は
、
医
療
費
の
総
額
か

ら
病
院
な
ど
で
支
払
う
一
部
負
担

金
や
、
国
・
県
な
ど
の
補
助
金
を

差
し
引
い
た
額
を
国
保
税
と
し
て

負
担
し
ま
す
。

　

支
援
金
分
は
、
後
期
高
齢
者
の

医
療
費
の
約
4
割
を
医
療
保
険
者

が
負
担
し
合
い
ま
す
。
支
援
金
分

国
保
税
は
、
負
担
す
る
支
援
金
の

額
か
ら
、
国
・
県
な
ど
の
補
助
金

を
差
し
引
い
た
額
を
国
保
税
と
し

て
負
担
し
ま
す
。

　

介
護
分
は
、
介
護
給
付
費
・
地

域
支
援
事
業
支
援
納
付
金
の
額
か

ら
国
・
県
な
ど
の
補
助
金
を
差
し

引
い
た
額
を
国
保
税
と
し
て
負
担

し
ま
す
。

　

世
帯
主
が
国
保
加
入
者
で
な
く

て
も
、
世
帯
内
に
国
保
加
入
者
が

い
れ
ば
、
世
帯
主
が
納
税
義
務
者

と
な
り
ま
す
。

■
軽
減
制
度

①
低
所
得
世
帯
に
対
す
る
軽
減

　

平
成
20
年
中
の
総
所
得
金
額

●
医
療
分

1
年
間
に
予
想
さ
れ
る
医
療

費
の
総
額
か
ら
算
定
し
ま
す

●
支
援
金
分

国
が
定
め
る
高
齢
者
の
医
療
費

の
額
に
よ
り
決
定
し
ま
す

●
介
護
分

国
が
定
め
る
介
護
費
用
の
額

に
よ
り
決
定
し
ま
す

１
世
帯
当
た
り
の

国
保
税
額
の
決
ま
り
方

所
得
割
の
計
算
方
法

〈平成21年度の課税区分ごとの税率〉
課税区分 医療分 支援金分 介護分

所得割（所得に応じて） 4.31% 0.90% 1.48%

資産割（固定資産税に応じて） 21.42% 4.46% 8.75%

均等割（被保険者数に応じて） 21,500円 4,500円 9,500円

平等割（1世帯につき） 18,300円 3,800円 5,400円

特定世帯（※注1） 9,150円 1,900円 —

賦課限度額 470,000円 120,000円 100,000円

①所得割
　（被保険者の所得に応じて計算）

+
②資産割
　（被保険者の資産に応じて計算）

+
③均等割
　（被保険者数に応じて計算）

+
④平等割
　（１世帯当たりの額）

=

国保税

【給与所得】
　給与所得控除後の金額
　（給与収入額─控除額）

【年金所得等（雑所得）】
　年金所得額
　（年金収入額─控除額）

【事業所得・不動産所得】
　事業所得額等
　（収入額─必要経費
　─専従者給与等）

【分離課税の譲渡所得】
　譲渡所得
　（収入額─必要経費
　─特別控除額）

基礎
控除

33万円

医療分
所得割
税率　

支援金
分所得
割税率

介護分
所得割
税率　

×︲

納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す

国
保
税
に
は
軽
減
・
減
免

制
度
が
あ
り
ま
す
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（
世
帯
主
と
被
保
険
者
の
合
計
所

得
）に
よ
り
、
国
保
税
の
軽
減
制

度
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
世

帯
は
、
均
等
割
額
お
よ
び
平
等
割

額
を
軽
減
し
ま
す
。

②
特
定
世
帯
に
対
す
る
軽
減

（
5
年
間
）

　

75
歳
に
な
る
方
が
、
国
保
か
ら

長
寿
医
療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と

に
よ
り
、
世
帯
の
国
保
被
保
険
者

が
減
少
し
て
も
、
国
保
税
の
軽
減

判
定
の
際
に
、
旧
国
保
被
保
険
者

の
所
得
と
人
数
も
含
め
て
判
定
を

行
う
軽
減
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
た
だ
し
、
対
象
と
な
る
課
税

区
分
は
、
医
療
分
と
支
援
金
分
の

み
で
す
。

■
減
免
制
度

①
災
害
・
廃
業
・
解
雇
・
生
活
困

　

窮
世
帯
に
対
す
る
減
免
な
ど

　

災
害
、
そ
の
他
特
別
の
事
情
に

よ
り
、
国
保
税
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の

程
度
に
よ
り
国
保
税
の
一
部
が
減

免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
情
勢
の
悪
化
に
伴

う
廃
業
、
解
雇
に
よ
る
失
業
な
ど

に
よ
り
納
付
が
困
難
と
な
っ
た
場

合
に
も
、
国
保
税
が
減
免
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
税

務
課
市
民
税
係
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

②
被
用
者
保
険
等
の
被
扶
養
者
が

　

国
保
被
保
険
者
と
な
っ
た
こ
と

　

に
よ
る
減
免（
2
年
間
）

　

75
歳
に
な
る
方
が
、
被
用
者
保

険
等
の
被
保
険
者（
本
人
）か
ら
長

寿
医
療
制
度
に
移
行
し
、
そ
の
被

扶
養
者
が
国
保
被
保
険
者
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
所
得
割
と
資
産
割

が
免
除
さ
れ
、
均
等
割
と
平
等

割
が
2
分
の
1
に
減
額
さ
れ
る
な

ど
の
激
変
緩
和
措
置
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
、
市
民
課
国
保
医
療
係

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
原
則
、

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
）。

　

特
別
徴
収
と
な
る
の
は
、
次
の

条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合

で
す
。

①
世
帯
主
が
国
保
に
加
入

②
国
保
加
入
の
世
帯
員
全
員
が
65

歳
以
上
75
歳
未
満

③
世
帯
主
が
特
別
徴
収
の
対
象
と

な
る
年
金
を
年
額
18
万
円
以
上

受
給

④
介
護
保
険
料
と
国
保
税
の
合
計

額
が
、
年
金
支
給
額
の
2
分
の

1
以
下

⑤
国
保
税
の
納
付
方
法
が
口
座
振

替
で
な
い

　

前
記
の
条
件

の
う
ち
、
1
つ

で
も
該
当
し
な

い
も
の
が
あ
る

場
合
に
は
、
普

通
徴
収（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
）と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
口
座
振
替
に
よ
り
納
付

の
方
は
、
特
別
徴
収
に
変
更
せ
ず
、

口
座
振
替
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
口
座
振
替
を
希

望
の
方
は
、
取
引
の
金
融
機
関
な

ど
で
手
続
き
を
す
る
と
、
特
別
徴

収
を
中
止
し
、
口
座
振
替
に
よ
り

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
手
続

き
の
時
期
に
よ
り
、
特
別
徴
収
が

中
止
で
き
ず
に
口
座
振
替
と
併
用

徴
収
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　

年
度
の
途
中
で
保
険
税
額
に
増

減
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
特
別
徴

収
が
中
止
さ
れ
、
納
付
書
に
よ
る

納
付
と
併
用
徴
収
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
に
変
更
と
な
る
方
に

は
、
国
保
税
納
税
通
知
書
の
『
特

徴
分
』
欄
に
金
額
な
ど
を
記
載
し

ま
す
の
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
平
成
20
年
度
か
ら特

別
徴
収
の
方
】

　

平
成
21
年
4
月
・
6
月
・
8
月

は
、
平
成
21
年
2
月
に
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
た
国
保
税
と
同
じ
額

が
天
引
き
さ
れ
ま
す（
仮
徴
収
）。

　

10
月
・
12
月
・
2
月
は
、
7
月

に
決
定
し
た
平
成
21
年
度
の
国
保

税
額
か
ら
、
4
月
・
6
月
・
8
月

に
納
付
い
た
だ
い
た
額
を
差
し
引

い
て
3
回
で
割
っ
た
金
額
が
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す（
本
徴
収
）。

【
平
成
21
年
度
か
ら

　

新
た
に
特
別
徴
収
と
な
る
方
】

　

7
月
・
8
月
・
9
月
は
普
通
徴

収（
納
付
書
に
よ
る
納
付
）と
な
り
、

10
月
・
12
月
・
2
月
が
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）と
な
り
ま

す
。

　

国
保
税
の
普
通
徴
収
に
よ
る
納

期
は
、
7
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で

の
年
9
回
で
す
。

　

納
付
に
は
、
口
座
振
替
が
便
利

で
す
。
手
続
き
は
、
金
融
機
関
・

郵
便
局
で
預
貯
金
通
帳
・
届
出
印

を
持
参
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

特
別
な
事
情
も
な
く
国
保
税
を

長
い
間
滞
納
す
る
と
、
被
保
険
者

証
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
、
代
わ

り
に
「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」

を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
、
医
療
費
を
一
度
、

全
額
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
き
、

後
で
保
険
給
付
分
を
申
請
に
よ
り

支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

納
付
が
困
難
な
方
は
、
早
め
に

税
務
課
収
税
係
ま
で
相
談
く
だ
さ

い
。

《
問
合
せ
》

◎
医
療
・
給
付
に
関
す
る
こ
と　

　

市
民
課
国
保
医
療
係

　

☎
21
－
9
0
6
1

◎
申
告
・
課
税
に
関
す
る
こ
と　

　

税
務
課
市
民
税
係

　

☎
21
－
9
0
4
5

◎
納
付
方
法
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
課
収
税
係

　

☎
23
－
1
1
1
8

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

65
歳
以
上
の
被
保
険
者
の

み
で
構
成
さ
れ
る
国
保
世

帯
の
世
帯
主
の
方
は
、
納

付
方
法
が「
特
別
徴
収（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）」ま
た

は「
口
座
振
替
」の
ど
ち
ら

か
に
な
り
ま
す

納
付
は
安
心
・
便
利
な

口
座
振
替
で
!

国
保
税
を長

い
間
滞
納
す
る
と

■平成20年中の総所得金
額（世帯主と被保険者の
合計）が下記の金額以下
の世帯

７割
軽減 33万円

５割
軽減

33万円+（世帯主を
除いた被保険者数）
×24万５千円

２割
軽減

33万円+（被保険者
数）×35万円

特別
徴収月
４月

仮
徴
収

６月

８月

10月
本
徴
収

12月

２月
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被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
は
、

毎
年
8
月
1
日
で
す
。
8
月
1
日

か
ら
新
し
い
被
保
険
者
証
を
医
療

機
関
の
窓
口
で
提
示
し
、
受
診
く

だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
滞
納
状
況
に
よ
っ
て

は
、
有
効

期
限
が
短

い
保
険
証

（
短
期
被

保
険
者
証
）

を
送
付
す

る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

未
納
が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

特
別
な
事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難

な
場
合
は
相
談
く
だ
さ
い
。

　

認
定
証
の
更
新
時
期
は
毎
年
8

月
1
日
で
す
。
現
在
、
認
定
証
を

お
持
ち
で
8
月
以
降
も
引
き
続
き

対
象
と
な
る
方
に
は
、
新
し
い
認

定
証
を
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
送

付
し
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
員
全
員
が
市
県
民

　

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）の
被
保
険
者
証
は
、
8

月
1
日
に
更
新
し
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
と
平
成
21
年
度
の
保

険
料
額
決
定
通
知
書
を
7
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
と
保
険
料
を
確
認
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》市
民
課
国
保
医
療
係
☎
21
－
9
0
6
1
ま
た
は
兵
庫
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局
☎
0
7
8
－
3
2
6
－
2
0
2
1

被
保
険
者
証

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証

〈一部負担金の割合と自己負担限度額等〉

区分 一部負担
金の割合

自己負担限度額（月額）
入 院 時 の 食 事
代 の 標 準 負 担
額（1食当たり）

該当条件個人単位
（外来）

世帯単位
（入院含む）

現役並み
所得者 ３割 44,400円

80,100円+（医療費
-267,000円）×
１%［44,400円］
※注１ 260円

　同一世帯に市県民税課税所得145万
円以上の被保険者がいる世帯の方。た
だし、市県民税課税所得145万円以上
でも収入が一定の金額に満たない方

（※注３）は、市の担当窓口に申請す
ることにより「一般」の区分となりま
す。

【対象となる可能性がある方には申請
書を送付しています】

一般

１割

12,000円 44,400円 　現役並み所得者、低所得Ⅱ、低所
得Ⅰ以外の方

低所得

Ⅱ

8,000円

24,600円 210円［160円］
※注２

　世帯全員が市
県民税非課税

低所得Ⅰ以外の方

Ⅰ 15,000円 100円

　各所得が必要経
費・控除（年金の所
得は控除額を80万円
として計算）を差し
引いたときに０円と
なる方

※注１…［　］内は過去12カ月以内に既に３回以上高額療養費が支給されている場合、４回目からの額
※注２…［　］内は過去12カ月の入院日数が90日を超える場合、91日目からの額（申請が必要）
※注３… ・同一世帯に被保険者が１人の場合の被保険者の収入…383万円　
 ・同一世帯に被保険者が１人（収入383万円以上）で70歳以上75歳未満の方がいる場合の被保険
 　者と70歳以上75歳未満の方全員の収入合計…520万円
 ・同一世帯に被保険者が複数の場合の被保険者全員の収入合計…520万円

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

新
し
い
被
保
険
者
証
と

　

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
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税
非
課
税
の
方
で
認
定
証
を
お
持

ち
で
な
い
場
合
は
、
入
院
の
際
に

市
の
担
当
窓
口
に
申
請
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
世
帯
員
全
員
が
市
県
民

税
非
課
税（
表
の
区
分
で
低
所
得

Ⅰ
・
Ⅱ
に
該
当
）の
方
は
、
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
の

際
に
医
療
機
関
で
支
払
う
一
部
負

担
金（
1
割
）

が
表
の
世
帯

単
位
欄
の
限

度
額
と
な
り
、

入
院
時
の
食

事
代
も
減
額

さ
れ
ま
す
。

　

長
寿
医
療
制
度
で
は
、
被
保
険

者
一
人
ひ
と
り
か
ら
保
険
料
を
支

払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
保
険
料
率
は
、

平
成
20
年
度
と
同
じ
で
す
。
ま
た
、

保
険
料
額

は
平
成
20

年
中
の
所

得
に
応
じ

て
計
算
さ

れ
、
引
き

続
き
軽
減

対
策
も
行

わ
れ
ま
す
。

●
保
険
料
の
計
算
方
法

※
注
1
…
総
所
得
金
額
等
と
は
、

収
入
額
か
ら
控
除
額
を
引
い
た

金
額
で
す〔
控
除
額
と
は
、
公

的
年
金
等
控
除
額
、
給
与
所
得

控
除
額
、
必
要
経
費
の
こ
と
を

い
い
、
所
得
控
除（
社
会
保
険

料
控
除
、
扶
養
控
除
等
）は
含

み
ま
せ
ん
〕。

※
出
石
町
奥
小
野
と
但
東
町
奥
赤

の
方
は
、
特
例
に
よ
り
、
所
得

割
の
料
率
と
均
等
割
額
が
異
な

り
ま
す
。

●
保
険
料
の
納
付
方
法

　

原
則
、
年
金
か
ら
引
き
落
と
さ

れ
る
「
特
別
徴
収
」
で
す
が
、
申

し
出
に
よ
り
、
口
座
振
替
に
よ
る

支
払
い
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

口
座
振
替

を
希
望
の
方

は
、
市
の
窓

口
へ
相
談
く

だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
度
に
保
険
料
減
額
措

置（
均
等
割
額
8
・
5
割
軽
減
等
）

の
対
象
に
な
り
、
平
成
20
年
10
月

か
ら
保
険
料
の
支
払
い
が
中
断
し

て
い
る
方
は
、
7
月
か
ら
平
成
21

年
度
の
保
険
料
の
支
払
い
が
始
ま

り
ま
す
。

○
年
金
か
ら
の
支
払
い（
特
別
徴

収
）

　

4
月
、
6
月
、
8
月
、
10
月
、

12
月
、
2
月
の
6
回
に
分
け
て
年

金
か
ら
天
引
き
徴
収
し
ま
す
。

○
口
座
振
替
や
納
付
書
で
の
支
払

い（
普
通
徴
収
）

　

7
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
毎
月

（
9
回
）納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

●
所
得
の
低
い
方
の
軽
減

○
同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
と
世

帯
主
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計

額
に
応
じ
て
、
均
等
割
額
が
次

の
よ
う
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
注
2
…
本
来
は
7
割
軽
減
で
す

が
、
平
成
21
年
度
は
8
・
5
割

軽
減
と
な
り
ま
す
。

○
所
得
割
額
算
定
に
か
か
る
所
得

　
（
総
所
得
金
額
等
－
基
礎
控
除

額
33
万
円
）が
58
万
円（
年
金

収
入
の
み
の
場
合
は
2
1
1
万

円
）以
下
の

方
は
、
所
得

割
額
が
5
割

軽
減
さ
れ
ま

す
。

●
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
軽
減

　

制
度
加
入
前
日
に
会
社
の
健
康

保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

方
は
、
制
度
加
入
時
か
ら
2
年
間
、

所
得
割
額
は
掛
か
ら
ず
、
均
等
割

額
が
5
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
は
特
例
と

し
て
均
等
割
額
が
9
割
軽
減
さ
れ

ま
す
。

●
保
険
料
の
減
免

　

災
害
な
ど
で

大
き
な
損
害
を

受
け
た
と
き
、

特
別
の
事
情
で

所
得
の
著
し
い

減
少
が
あ
っ
た
と
き
、
他
の
被
保

険
者
や
世
帯
主
が
死
亡
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
世
帯
の
所
得
が
軽

減
判
定
基
準
以
下
と
な
る
と
き
な

ど
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
減
免

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
市
の
窓
口

に
相
談
く
だ
さ
い
。

保
険
料
額
決
定
通
知
書

①均等割額 39,093円

　　　+

②所得割額
〔平成20年中の総所得金額等（※注１）
-330,000円〕×7.19%

　　　 =

①+② 平成21年度保険料額（最高限度額50万円）

総所得金額等（被保険者+世帯主）が次の基準以下の世帯 軽減割合（軽減後均等割額）

【33万円（基礎控除額）】以下で、被保険者全員が年金収入80万円以
下の世帯（その他各種所得がない場合） ９割（3,909円）

【33万円（基礎控除額）】以下の世帯  8.5割（5,863円）（※注２）

【33万円（基礎控除額）＋24万５千円×被保険者数（世帯主を除く）】
以下の世帯 ５割（19,546円）

【33万円（基礎控除額）＋35万円×被保険者数】以下の世帯 ２割（31,274円）
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国
民
健
康
保
険

▽
対
象

①
高
齢
受
給
者
証

②
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

▽
対
象

①
限
度
額
適
用
認
定
証

②
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

 

《
問
合
せ
》

●
新
し
い
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す

高
齢
受
給
者
証
、

特
定
疾
病
療
養
受
療
証
を

お
持
ち
の
方

●
有
効
期
限
は

7
月
31
日（
金
）で
す

限
度
額
適
用
認
定
証
、

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を

お
持
ち
の
方

高
齢
受
給
者
証
、
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
、

限
度
額
適
用
認
定
証
、
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
お
持
ち
の
方
へ

▽
対
象

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
申
請
期
限

▽
そ
の
他

 

《
問
合
せ
》

平
成
21
年
度

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

〈
更
新
交
付
申
請
手
続
き
〉


